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岩瀬農業高等学校生徒との座談会 

主催：(一社)福島県建設業協会 

 福島県建設業協会では、建設関係学科に進学した生徒を対象に、将来の建設業界への就職に備え、進路希望者の不安

解消や理解の増進を図ることにより、雇用のミスマッチの解消や建設業への進路選択者を増加させることを目的に、生

徒との座談会を開催しております。 

 岩瀬農業高等学校では、環境工学科２年生と座談会を行い、座学として ICT活用の現状・課題や若手技術者に望むこ

となどを学びました。また、地元建設企業等の方をアドバイザーとして招き、建設業の仕事のやりがいや魅力などを講

話いただき、生徒が抱える建設業への就職に対する不安や疑問について意見交換を行いました。 

＜日  時＞     令和８年２月１９日（木） １２：４０～１４：２０ 

＜場  所＞     福島県立岩瀬農業高等学校 力農会館（岩瀬郡鏡石町） 

＜対象学年＞     環境工学科 ２年生 ２７名 

＜コーディネーター＞ 環境工学科 ご担当教諭３名 

＜アドバイザー＞   地元建設企業３社（㈱八木沼組、㈱橋本組、荒牧建設㈱） 

福島県土木部建設産業室、（一社）福島県建設業協会 

 座学１「建設業の役割等について」                               

講師：福島県土木部建設産業室 主査 伊藤経介さん 

     

 座学２「建設業への就職に向けて」                               

① 建設業の現状と今後の課題 ICT活用工事を実施して … 講師：㈱八木沼組 現場代理人 鈴木勘寿さん 

    

② 建設業を担う若手技術者に望むこと … 講師：㈱橋本組 工事部工事課第1係 係長 真壁賢太さん 

    

③ 新社会人に求められる資質 … 講師：荒牧建設㈱ 代表取締役 荒牧陽一さん 
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 座談会（意見交換）                                      

事前に行った就職意向調査の集計結果を基に、生徒が就職する上で特に興味・関心を持っている項目に対して、建 

 設業の現状をお伝えし、意見交換を行いました。 

 Ｑ１ 土木業のやりがい 

 Ａ１ 数年かけて一つの構造物を作るので、完成したときに達成感がある。まったく同じ物はなく、飽きずに仕事が 

でき、地図に残るところ。 

 Ｑ２ 学業と仕事の違い 

 Ａ２ 学業は自分のために行うが、仕事は誰かのためにすることで対価が発生し、給料がもらえる。 

Ｑ３ 会社に入ってからの心構え 

Ａ３ 「挨拶をする、時間を守る、与えられた仕事ができる」など、当たり前のことが当たり前にできる人が、成長

して役職も上がっていく。今のうちに習慣付けしてほしい。 

 Ｑ４ 今のうちに学んでおいた方がよいこと 

 Ａ４ 勉強して覚えただけではだめ。実際の仕事にその知識をどのように活かせるのか考えることが大切。残りの一   

    年間、意識して勉学に励んでほしい。 

  ＜座談会の様子＞ 

     

 ＜生徒からの感想＞ 

 ・給料が高くなっていることや週休２日制度等で休日数が増えていることなど、建設業のイメージが変わった。 

 ・就職へ向けての心構えや仕事に就いた後などの話を聞き、進路について真剣に考えるきっかけになった。 

 ・建設業に興味を持つことができた。 

＜正木科長講評＞ 

学校では、進路ガイダンスや三者面談などを行っており、自分の進路について決定していかなくてはならな 

い時期。座談会では質問が飛び交い、生徒が将来の職業選択について真剣に考えている様子が伝わってきた。若

手の少ない建設業に進むことは、活躍できる大きなチャンス。進路についての決断は簡単ではないが、生徒が情

熱を持って進みたい道を見つけられるよう、これからもサポートしていきたい。 

 


